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１３クール日報（３月１４～３月１８日）
	報告日
天気
	３月１７日(日)
晴れ
気温　最高１３度
（最低３度）
	報告者
	宮城県＠山崎、猪俣
青森県＠木村、松井
岩手県＠田澤、松本
秋田県＠高橋、斎藤
北海道＠野々村、安富、新田、海谷
愛媛県＠佐々木、高瀬
香川県＠石原、高尾
高知県＠小川、今村
徳島県＠林、神崎

※文中チームメンバー敬称略


	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　　宿舎出発（高岡市）
7:40　　志賀町VC到着
8:00　　朝礼
8:10　　Ｖ受付・オリエンテーション（随時）
9:00　　調査班発
  9:30　　V出発（随時）
10:00　　マッチング班（問合せ対応、午後のマッチング調整）
13:30　　とぎ地域福祉センター休憩所設置準備
14:00　　マッチング班（活動報告対応、翌日準備）
17:00　　ミーティング
18:00　　全体引継ぎ 
18:30　　業務終了　移動（宿舎まで）
[bookmark: _heading=h.gjdgxs]19:30　　宿泊地に到着

	報告事項
（志賀町災害ボラセンミーティング報告書）
	別紙参照

	今後の主な予定
	・とぎ地域福祉センターのボランティア休憩所準備をしたが、トイレや手洗い用水な　どの課題を検討した上で、県ボラバス終了後の25日（月）を目途に運用開始する。

	調整課題・所感等
	・現調の残状況が志賀地区24件、富来地区51件で２倍差がある。GW前を目標にボラ　センの収束を考えるのであれば、早急に富来地区のローラー作戦などを実施する必　要がある。
・さらに、富来地区への現地対応やボランティアの負担軽減を考えると、サテライト　拠点の設置が求められる。

	その他
	






















別　紙
志賀町災害ボラセン ミーティング議事録(3月17日)

○日時：令和6年3月17日（日）17:00～17:30
○参加人数：31人

１）本日の件数（ホワイトボード）
V受付実績
1 ボランティア活動者：140人
県Vバス：54人(団体17人、個人37人) 団体：7団体・61人 一般：21人　地元V4名
2 活動件数：24件／のべ活動者数210人【累計1,281件（完了件数646件）】
→完了16件、継続8件、キャンセル77件
3 現地調査：8件（のべ575件）、マッチング待ち150件、残ニーズ：254件
4 ニーズ受付：新規14件【累計1022件】
5 技術系NPO：（※3/12現在）受付217件、完了152件（延べ427人）、キャンセル24件

2） 全体の共有事項
〇受付・ニーズ
・特になし
○現地調査
・残り件数　志賀24件、富来51件　差を埋めていきたい。→検討課題
○マッチング
・県ボラバス到着時刻が9時前であった。いつもより早かった。
○資機材・車両
・軽トラNo。14パンク修理完了。使用可。
・ワゴンＲパンク修理中。使用不可。
○総務
・とぎ地域福祉センターボランティア休憩所準備完了。
・稼働については検討事項を協議した上で、3/25をめどに稼働する。
○その他
・ブロック派遣終了あいさつ

（ブロック派遣職員）
　　北海道・東北　田澤、松本、木村、松井
　　四国ブロック　佐々木、髙瀬、石原、高尾
（記録）四国ブロック社協・高尾




